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^ケ ー ス メ ソ ッ ド を 取 り 入 れ た 公 衆 衛 生 看 護 技 術 演 習 の 学 習 効 果
1  目 的
事 業 化 ・ 施 策 化 の 基 本 的 能 力 を 養 う こ と を 目 的 と し
た 公 衆 衛 生 看 護 技 術 演 習 に 、 ケ ー ス メ ソ ッ ド に よ る 教
育 法 を 取 り 入 れ た 効 果 を 検 討 す る こ と を 目 的 と す る 。
N  方 法
1 . 調 査 対 象 : A 大 学 プ ラ イ マ リ ヘ ル ス 竹 論 履 修 学 生 5 2 名
2 . 調 査 期 間 : 2 0 1 4 年 1 1 月 ~ 2 0 1 5 年 2 月
3 . 調 査 方 法 : 公 衆 衛 生 看 護 技 術 演 習 に ケ ー ス メ ソ ツ ド
を 取 り 入 れ た 演 習 を 行 い 、 実 施 前 後 に 自 記 式 質 問 紙 調
査 を 行 っ た 。
4 . 演 習 の プ ロ セ ス : ケ ー ス メ ソ ッ ド は 討 議 中 心 の 教 授
法 で あ り 「 判 断 の た め の 教 育 」 と し て 多 く の 分 野 で 採
用 さ れ て い る 。 ケ ー ス 教 材 提 示 → 設 問 → 個 人 予 習 → グ
ル ー プ 討 議 → 発 表 と 複 数 グ ル ー プ に よ る 討 議 を 段 階
を お っ て 進 め て い っ た 。
5 . 調 査 内 容 : 課 題 解 決 能 力 の 習 得 状 況 に つ い て は 、 国
家 公 務 員 の 人 物 試 験 内 容 と し て 開 発 さ れ た 指 標 を 用
い た 。 こ の 指 標 は 、 積 極 性 、 社 会 性 、 責 任 性 、 情 緒 安
定 性 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 で 構 成 さ れ 、 各 4 項 目
合 計 2 0 項 目 の 調 査 で あ る 。 各 項 目 は 「 で き た 」 か ら
「 で き な か っ た 」 ま で の 4 件 法 で 質 問 す る 。 自 己 効 力
感 の 測 定 に は 、  G S E S - T e s t  を 用 い た 。
6 . 分 析 方 法 : 課 題 解 決 能 力 の 習 得 状 況 は 、 「 で き た 」 4
点 ~ 「 で き な か っ た 」 1 点 と 点 数 化 し 、 w i 1 1 C o x s o n  の
符 号 順 位 和 検 定 を 行 っ た 。 自 己 効 力 感 の 変 化 は 、 t 検
定 を 行 っ た 。 統 計 解 析 に は  S p s s  s t a t i s t i c S 2 2  を 用 い た 。
フ . 倫 理 的 配 慮 : 学 生 に は 、 自 由 意 志 に よ る 参 加 で あ る
こ と 、 参 加 の 有 無 ・ 回 答 内 容 に よ り 不 利 益 が 生 じ な い
こ と を 、 口 頭 お よ び 文 書 に よ り 説 明 し 、 同 意 書 へ の 署
名 を も っ て 同 意 を 得 た 。
Ⅲ 結 果
回 収 数  5 2 名 ( 回 収 率 1 0 0 % ) の う ち 質 問 項 目 の す
べ て に 回 答 の あ る  4 8 名 ( 有 効 回 答 率 9 2 . 3 % ) を 分 析
対 象 と し た 。
1 . 課 題 解 決 能 力 の 習 得 状 況
積 極 性 、 社 会 性 、 情 緒 安 定 性 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ ン
能 力 に お い て は 全 て の 項 目 で 有 意 差 が み ら れ 、 責 イ 壬 性
に お い て は 4 項 目 中 3 項 目 で 有 意 差 が み ら れ た ( P く
0 . 0 5 ) ( 表 1 ) 。
2 . 自 己 効 力 感 の 変 化
自 己 効 力 感 の 得 点 の 平 均 値 は 、 実 施 前 6 . 2 ( 最 小 値
0 、 最 大 値  1 4 、  S D 4 . 1 9 ) 、 実 施 後 6 . 4  ( 最 小 値  0 、 最 大
値  1 5 . 0 、 S D 4 . 2 9 ) で あ り 、 実 施 前 後 で 有 意 差 は み ら れ
な か っ た ( 表  1 ) 。
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積 極 性
自 ら の 考 え を 積 極 的 に 伝 え る
考 え が 前 向 き で 向 上 心 が あ る
グ ル ー プ 活 動 で は 目 標 を 高 く 設 定 し 率 先 し て こ と に 当 た る
困 難 な こ と に チ ャ レ ン ジ す る 姿 勢 が あ る
社 会 性
相 手 の 考 え や 感 情 に 理 解 を 示 す
臭 な る 価 値 怨 に 理 解 を 示 す
メ ン バ ー と 信 頼 関 係 が 築 け る
グ ル ー プ 演 晋 の 目 標 遅 成 と 活 性 化 に 貴 献 す る
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グ ル ー プ 演 晋 に 対 す る 気 構 え が あ る
自 分 の 行 動 決 定 に 責 任 を 持 つ
困 難 な 課 題 に も 最 後 ま で 取 り 組 み 結 果 を 出 す
情 緒 安 定 性
落 ち 着 い て 安 定 性 が あ る
ス ト レ ス に 前 向 き に 対 応 す る
環 境 や 状 況 の 喪 化 に 柔 軟 に 対 応 す る
自 己 を 客 観 視 し 、 場 に 応 じ て 自 分 を コ ン ト ロ ー ル す る
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力
相 手 の 話 の 趣 旨 を 理 解 し 的 確 に 対 佑 す る
話 L の 内 容 に 一 貫 性 が あ り 諭 理 的 で あ る
話 し 方 に 情 熱 が あ り 積 極 的 で あ る
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三 竺 竺 」 旦 . ^
W i " C O × o n の 符 号 付 顯 位 和 検 定 、 t 検 定  P く 0 . 0 5  * 、 <  0 0 1  * * 、 < 0 . 0 0 1  * * *
2 . 8  0 . 6 6  3 . 5  0 . 5 5  0 . 0 0 0  * * 卑
2 . 6  0 . 7 0  3 . 2  0 . 5 9  0 . 0 0 0  * * *
2 . 6  0 . 7 4  3 . 1  0 . 6 8  0 . 0 0 0  * * *
2 . 7  0 . フ 7  3 . 3  0 . 6 0  0 . 0 0 0  卓 * *
Ⅳ 考 察
公 衆 衛 生 看 護 活 動 の 中 で 、 地 域 の 健 康 課 題 を 把 握
し 、 そ の 背 景 を 明 ら か に し て 解 決 策 に 取 り 組 む こ と
( 事 業 化 ・ 施 策 化 ) は 保 健 師 活 動 の 重 要 な 役 割 で あ り 、
課 題 解 決 能 力 が 求 め ら れ る 。 ケ ー ス メ ソ ツ ド で は 、 テ
キ ス ト で は な く 、 実 践 的 な ケ ー ス 教 材 が 用 い ら れ る こ
と や  S T E P 1  か ら  S T E P 6  ま で 順 を お っ て ス ト ー リ ー を
た ど る こ と が 学 生 の 思 考 の 手 助 け と な っ て お り D 、 課
題 解 決 能 力 が 向 上 し た の で は な い か と 考 え ら れ る 。 ま
た 、 個 人 予 習 → グ ル ー プ 討 議 → 発 表 へ と 進 む 段 階 で 学
生 は 、 協 働 作 業 を 行 い 、 討 議 を 通 し て 主 体 的 に 学 び 、
積 極 性 、 社 会 性 、 責 任 性 、 情 緒 安 定 性 、 責 任 性 な ど の
課 題 解 決 能 力 を 向 上 さ せ て い っ た と 考 え ら れ る 。
一 方 、 自 己 効 力 感 の 向 上 に つ い て は 、 有 意 差 は 認 め
ら れ な か っ た 。 自 己 効 力 感 は 、 学 生 生 活 全 般 を 通 し て
自 己 評 価 さ れ る と 考 え ら れ る た め 、 一 授 業 の 実 施 前 後
で 効 果 判 定 を す る こ と は 困 難 と 思 わ れ る 。 し か し 、 合
計 得 点 の わ ず か な 増 加 は 認 め ら れ て い る こ と か ら 、 課
題 を 解 決 し な が ら 、 達 成 感 を 積 み 重 ね て い く こ と は 自
己 効 力 感 の 向 上 に 繋 が る 可 能 性 が あ る 。 引 き 続 き ケ ー
ス メ ソ ッ ド を 取 り 入 れ た 演 習 を 行 う こ と は 意 義 が あ
る と 考 え る 。
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ケ ー ス メ ソ ッ ド を 取 り 入 れ た 演 習 は 、 課 題 解 決 能 力
を 向 上 さ せ る 効 果 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。
な お 、 本 研 究 は 信 州 大 学 へ の 研 究 協 力 と し て 行 っ た デ ー タ の ー
部 を 分 析 し た も の で あ る 。
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